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は じ め に 


蝶 類 の 中 に は , ゴマ シジミ Maculinea teleius BERGSTRASSER や クロ シジミ Niphanda fusca BREMER & 
GREY の よう に , 人 為 的 作用 が 加わ る と こと に よっ て 環境 が 保持 され , 種 を 繁栄 きせ て きた グル ー プ が ある 
QR, 1976 : 福田 ら , 1984), し た が っ て , と うし た 種 は , 人 為 的 作用 が 一 且 中 止 さ れる と , 即座 に 生息 地 の 
植生 に 乱 移 を 生じ , 個体 数 は 減少 の 一 途 を 辿る . 筆者 は , 長野 県 木曽 地方 に お いて , チャ マダ ラ セ セ リ Pyrgus 
maculatus BREMER & GRgy の 生態 調査 を 行い , 人 為 の 影響 を 受け た 環境 に 生息 が 強く 依存 し て いる 実態 を 
FER (HF, 1987) し , 本 種 に お いて も 環境 の 変化 に 対応 し て , 個体 数 が 急激 に 変動 する の を 観察 し た . 

チャ マダ ラ セ セ モリ は 。, 北海 道 , 本 州 , 四国 に 局 地 的 に 産 する 小型 の セセリ チョ ウ で , 長野 県 で は , 4~5 
月 に か け 第 1 世代 成虫 が , 7 ~ 8 月 に か け て 部 分 的 に 第 2 世代 成虫 が 現れ る . 成虫 は , 日 当たり の 良好 な 草 
原 に 好 ん で 生息 し , 食 草 で ある ミッ バッ チ グ リ Potentilla freyniana BORNM, キジ ムン ショ Potentilla fragar- 
ioides L. var. Sprengeliana Maxm な どの 葉 裏 へ 1 卵 ず つ 産 付す る . 幼虫 は , HBR CBRE b 
b, 葉 を 表側 へ 折り 返す か , 数 枚 の 葉 を 綴っ て 巣 を 作り (福田 ら , 1984), 大 体 は 巣 内 に いて 摂 食し , 巣 外 で 
活動 する こと は めった に な い ( 浜 , 1972). 5 — 7 BP EE L TIRET (福田 ら , 1984) が , EOR, 幼 
虫 時 代 の 巣 を 離れ , 地面 で 枯れ 葉 な ど を 糸 で 結合 し て , MULT SAGA ( 浜 , 1972)、 食 草 で ある ミッ ズ 
ッ チ グリ や キジ ムシ ロ は , 踏み 付け な どの 強い 干渉 に よっ て は シバ 草原 に 移行 し や すく , 放置 に よっ て は , 
低木 混じり の 高 茎 草 原 に 移行 し や すい と いう 不安 定 な 草原 (土田 , 1986) に 生育 し て いる . Ek, 筆者 は , 草 
原 が 安定 化す る と , ミッ バッ チ グ リ , キジ ムシ ョ の 新た な 発芽 が な く な る と と も ゃ に, 次 第 に 群落 化し て 残存 
する 傾向 が ある こと を 観察 し て いる . 

本 報 文 で は , 森林 伐採 跡地 に 生じ た 生息 地 で の , 林木 の 生長 に 伴う チャ マダ ラ セ セ リ の 個体 数 変化 を 報告 
L, 近年 , ヒョウ モン モドキ Melitaea scotosia BUTLER や オオ ウラ ギン ヒョウ モン PFabriciana nerippe C. & 
R.FELpER と と も に , 日 本 か ら 姿 を 消し つつ ある 本 種 ( 浜 , 1972 ; 村岡 , 1983) の 減少 原因 解明 の た め の 1 資 
料 と し た い . 

な お , 本 報 文 を まとめ る に あたり 浜 栄一 氏 に は 有益 な 御 助 言 を いた だ き , 宮島 護 氏 に は 資料 に つい て お 世 
話 い た だ いた . あら た め て 感謝 する . 


調査 地 の 概 要 


調査 を 行っ た 森林 伐採 跡地 は , 長野 県 木曽 郡 日 義村 原野 で , 標高 お よそ 920 m の 北 北西 向き 最大 傾斜 度 約 
35* の 斜面 で ある .。 中 央 アル プス 木曽 駒ヶ岳 (標高 2.956 m) の 北西 山麓 に 位置 し て お り , 尾根 部 で ある こと 
か ら 比 較 的 乾燥 し て いる . 伐採 面積 は , 50x50 m 程 度 で , 隣接 する 林 の 状況 か ら , 伐採 以前 は アカ マツ 林 で 
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あり , 下層 が ヤマ ウル シ や タカ ノ ツ メ な どか ら な る 二 層 林 を 形成 し て いた も の と 思わ れる . 伐採 地 に は ヒノ 
キ が 植林 され , チ ャ マダ ラ セ セ リ の 食 草 と な っ て いる ミッ バッ チ グ リ が 自生 し て いる 。. 周辺 部 は , アカ マッ ツ ・ 
ュ ナ ラー 次 林 と 沢 沿い の オニ グル ミ 林 が 特徴 的 で あり , 沢 の 土砂 堆積 に よる 平坦 部 で は , か つて の 水田 跡地 
に 現在 で は 大 部 分 で 畑作 が 行わ れ て いる . 畑作 地 で は , 食 草 は 見 つか ら ず , 約 700 m 離 れ た 別 の 伐採 斜面 ( 標 
高 960 m, 面積 約 2.000 m?) と 約 1.000 m 離 れ た 採草 地 (標高 910 m, 面積 約 5.000 m?), 墓地 (標高 920 m, 
面積 約 1.000 m) な ど で 本 種 の 生息 が 確認 され て いる . 各々 の 生息 地 は , 比較 的 規模 が 小さ く , パッ チ 状 に 
分 布 し て いる . な お , 当地 で 観察 され る 主要 蝶 類 は , ウス バシ ロ チ ョ ウ ア 6272 の Ss224S glacialis BUTLER, イチ 
+y F a Y Limenitis camilla japonica MENETRIES, ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ル Weo7e niphonica BUTLER, ル 
リシン ジミ Celastrina argiolus ladonides DE L'ORZa, #4 3 a Yœ Y Daimio tethys MENETRIES, ミ ヤマ 
++) Erynnis montanus BREMER な ど で 大 部 分 森林 性 の 種 と な っ て いる . 


調 査 方 法 

チャ マダ ラ セ セ リ の 卵 と 若 齢 幼虫 の 個体 数 を 調べ る た め に , 1985 年 か ら 1988 年 の 4 年 間 , 4 月 か ら 6 月 
に か け て , 合計 12 回 の 野外 調査 を 行っ た . 調査 日 は , 1985 年 5 月 12 日 (快晴 ), 5 月 26 日 (快晴) 6 月 2 
H(&) 6H9H (@), 1986 年 5 月 10 日 (快晴) 5 A 24 H (FR), 6 月 1 日 (快晴) 6 月 8 日 (快晴) 1987 
年 4 月 29 日 (快晴 ), 5 月 30 H (8&5, 6 月 13 H (8E), 1988 年 5 月 29 日 (快晴 ) で あっ た . た だ し , 同じ 日 に 
同一 個体 を 重複 し て 数 えた 恐れ の ある 1985 年 の 5 月 26 日 と 6 月 9 日 の デー タ は , 今回 の 報告 か ら す べ て 
削除 し た . また , 年 次 別 の 比較 を する 上 で , 5 月 と 6 月 の デー タ の み を 扱う こと と し た た め , 若干 か け 離 れ 
て いる 1987 年 4 月 29 日 の デー タ は 考慮 し な た いこ と と し た . 調査 地 に 選ん だ 伐採 跡地 に お いて は , 50x 50m 
の うち か ら 10X10m の 範囲 を 限定 し て , 端 か ら ミ ッ バ ベッ チ グ リ の 葉 を 1 枚 1 枚 調査 し , 卵 と 若 齢 幼虫 の 個 
体 数 を 数 えた . 確実 に 異な っ た 個体 を 数 を る こと と し た た め , 年 度 初日 は , SE, 幼虫 すべ て を 数 え を, 後日 か 
bit, 新しく 産 付 さ れ た 卵 と 葉 上 に 残さ れ た 航 化 後 の 卵 殻 の み を 数 え , 幼虫 は , 卵殻 (産卵 ) 位置 が 不明 な た 
め 数 えな いこ と と と し た . 

植生 に つい て は , 1987 年 7 月 12 日 と 1988 年 7 月 24 日 に 2.0X1.8 m の 区 域 3 ヵ所 を 斜面 より 任 意 抽出 
L, 樹冠 投影 図 を 描き , プラ ニ メ ー タ に より 図面 上 で 面積 を 測定 し , 植物 被 杉 率 な ど を 求め た . Ek, 植生 
林 移 の 一 指標 と し て の ヒノ キ の 被覆 率 と 産卵 数 と の 関係 を 検討 する た め に , 1987 年 に は , ヒノ キ の 樹高 , 枝 
長 の 年 間 の 伸長 量 を 過去 3 年 間 逆 の ぼっ て 測定 し た . さら に , この デー タ を 基礎 に 2 年 前 の 写 真 , 記述 (Fl 
F, 1987) を 参考 に し て , 1985 年 と 1986 年 の ヒノ キ に よる 被覆 量 を 1987 年 の 樹冠 投影 図 か ら , 1986 年 と 
1987 年 の 伸長 量 分 を 差し 引く 方法 で 推定 し た . 

母 蝶 の 産卵 場所 の 選択 に つい て は , ヒノ キ だ け で は な く 全 植生 に よる 被 杉 が 強く 影響 し て いる と 考え ら 
れ た た め , 1988 年 5 月 29 日 に 上 記 伐採 地 跡 に 比較 的 近接 し た 生息 地 2 地点 に お いて , 雌 が よく 飛来 する 場 
所 周辺 の 植生 被覆 率 と 卵 の 有無 を 調査 し た . 調査 地 は , 採草 地 (標高 910 m) と 墓地 (標高 920 m) で 双方 と も 
毎年 草刈 り が 行わ れ て いる 半 自 然 草原 で ある . PR, 草原 内 で と ころ どこ ろ 植 生 の まばら な 箇所 の ほぼ 中 
央 部 に 好 ん で 産卵 する た め (HF, 1987, 1988, こう いっ た 場所 の 中 心 に 位置 する 1 一 数 枚 程度 の 葉 を つ 
けた 小 株 で , 地表 0 ~ 3 cm の 高 さ に ある 複数 の 葉 を 対象 に 産卵 の 有無 を 調査 し , 併せ さて , それ ら の 葉 を 中 
心 と し て 30X30 cm 方 形 枠 内 の 植生 被覆 率 を 調査 し た . 


A 査 結果 


伐採 斜面 で 観察 され た 個体 数 は , 1985 年 5 月 12 日 に 36 個体 , 6 月 2 日 に 25 個体 で 計 61 個体 , 1986 年 
で は , 5 月 10 日 に 0 個体 , 5 月 24 日 に 4 個体 , 6 月 1 日 に 8 個体 , 6 月 8 日 に 16 個体 の 計 28 個体 , また 
1987 年 で は , 5 月 30 日 は 観察 され ず , 6 月 13 日 に 2 個体 , 1988 年 に は , 観察 され な か っ た , 観察 日 1 日 
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チャ マダ ラ セ セ リ 個 体 数 の 減少 


1985 1986 1987 1988 


87 


Fig. 1. Changes in the number of eggs and young larvae of Pyrgus maculatus in the study 


site. 


Tablel. Main plant species growing in the study site. (III: COMMON ~ I : RARE) 
Relative 
abundance 


Species 


Chamaecyparis obtusa 
Pinus densiflora 
Evodiopanax innovans 
Salix sp. 

Viburnum phlebotrichum 
Cornus controversa 
Styrax japonica 
Hamamelis japonica 
Prunus sp. 

Aralira elata 

Corylus sieboldiana 
Eurya japonica 

Rosa wichuraiana 
Hydrangea macrophylla 
Rubus palmatus 


Japanese name Average height (m) 


ヒノ キ 2.7 
アカ マツ 1.6 
タカ ノ ツ メ 1.5 
ヤナ ギ の 一 種 1.2 
オト コ ョ ヨウ ゾ メ 0.8 
ミズ キ 0.6 
エゴ ノ キ 0.5 
マン サク 0.5 
サク ラ の 一 種 0.5 
タラ ノ キ 0.4 
ツノ ハシ バ ベ ミ 0.3 
ヒサ カキ = 
ハイ イベ バラ RES 
ャ マ ア ジ サ イ = 
モミ ジイ チ ゴ = 


III 
II 
II 
I 
II 
I 
Il 
HI 
I 
II 
I 
II 
I 
I 
III 
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(July 12, 1987) 





Fig. 2. Crown projection map of the study site in 1987. 
WA . Potentilla freyniana, host plant of Pyrgus maculatus. 





(July 24, 1988) 


Fig. 3. Crown projection map of the study site in 1988. 
ZZ: Potentilla freyniana, host plant of Pyrgus maculatus. 
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Percentage of area covered by the canopy 


of Chamaecyparis obtusa ENDL. 


Fig. 4. Relationship between the percentage of area covered by the canopy of 
Chamaecyparis obtusa ENDL. and the number of eggs & larvae found on the leaves. 


Table2. Comparison in the average number of eggs found per hour on the leaves of Potentilla 
freyniana between the study site and other grasslands. 


1985 1986 1987 1988 
12 May 24 May 


PLACE 2 June ]June 13June 29 May 
8 June 

study site 15.25 4.67 2.00 0.00 

grassland A — 21.50 — 30.00 

grassland B i = 34.00 30.00 
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GRASSLAND B 


Percentage of the leaves laid eggs on 


40 45 50 55 60 65 





Percentage of area covered by the canopy of plants. 


Fig.5. Relationship between the percentage of area covered by the canopy of plants and 
the percentage of the leaves laid eggs on against the number of the observed 
leaves. Upper: Grassland A, Lower: Grassland B. 


当たり 個体 数 の 年 次 変動 を Fig. 1 に 示し た . 産卵 数 は 急激 な 減少 傾向 を 示し た . 
Table. 1 に 1987 年 に お ける 伐採 斜面 の 主要 樹種 を 示し た . ヒノ キ を 初め と し て 木 本 類 が 多種 に わた り 成 
育 し て いる . Fig. 2 と Fig. 3 に は , 1987 年 と 1988 年 に お ける 伐採 斜面 の 樹冠 投影 図示 し た . 1987 年 で は , 
ヒノ キ の み に よ り 和 被覆 率 は , 約 50% で あり , 他 植 生 も 含め た 被覆 率 は 88% で あっ た . Ek, CHOY 
ッ チ グリ の 占有 面積 は 7 % で あっ た . 1988 年 に は , ヒノ キ の み に よ り 被 覆 率 は , 約 65% に 上 昇 し , 他 植 生 
も 考慮 する と ほほ 木 本 類 に ょ り 樹 冠 は 閉塞 (被覆 率 100%) し , わずか (占有 面積 3 %) 残っ た ミッ バッチ グ 
J は , 完全 に 他 植 生 の 陰 と な り 被 圧 さ れ て いる . 斜面 に 生え を る アカ マッ が 4 一 5 年 生 で ある こと か ら , この 
林地 は , 1982 年 頃 伐 採 さ れ た も の で ある と 推定 され た . 

Fig. 4 に は , 推定 され た 過去 に お ける ヒノ キ に よる 被覆 率 と 卵 数 と の 関係 を 実線 で 示し た . ヒノ キ の 成長 
に 伴い 個体 数 が 急激 に 減少 し て いる . 

Fig. 5 に は , 採草 地 (grassland A) お よび 墓地 (grassland B) に お いて , 葉 の 周囲 の 植生 被覆 率 と 観 究 し 
た 葉 数 に 対す る 産卵 され た 葉 数 の 割合 を 示 し た . BHR, か な り 厳 密 に 裸 地 の 見 られ る 環境 を 選択 , 産卵 し 
て お り , 50% 以 上 被覆 され た 環境 に は , 産卵 し て いな い . 
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Fig. 6. Monthly changes in the maximum and minimum of average daily temperature 
in Kisofukusima near the study site. 


Table. 2 に は , 調査 し た 伐採 跡地 と , それ に 比較 的 近接 し て いる 2 生息 地 , 採草 地 と 墓地 で 記録 され た 卵 
数 を 示し た . 1985 年 の デー タ は , 全く 欠如 し て いる が , 特別 な 大 発生 が 認め られ た 年 で も な く , あく まで も 
推定 で は ある が , 採草 地 と 墓地 で の 卵 数 は , 年 次 的 に は , 比較 的 安定 し て いる と 思わ れ た . 


考 察 


個体 数 が 変動 する 要因 と し て は , ① 食 物 や 生息 場所 , ② 生 態 的 地位 の ょ く 似 た 競争 種 , OAM ORR 
ど が あげ られ , また , 小 規 模 な 生息 地 で は , ⑤⑨ 近 接地 間 と の 成 和 虫 の 移出 ・ 移 入 が 重要 な 要因 と な ろう . 

人 為 的 な 手 の 加 わる 半 自 然 草原 に お いて は , 幼虫 の 食 草 で ある ミッ パ バッチ グ リ は , 豊富 に 分 布 し て お り , 
また , 成虫 は , し ば し ば ミッ バッ チ グ リ の 花 ( 黄 ) で 吸 蜜 し て お り , 量 と し て は 充分 で あろ う , KE, 生態 的 
地位 の よく 似 た 競争 種 に つい て は , 成虫 期 に お いて は 追 飛 な た ど は 全く 確認 され て お ら ず , 幼虫 期 に お いて も 
現在 まで 競合 する 相手 の 存在 に つい て 全く 知ら れ て いな い . 天敵 に つい て は , AF (1987, 1988) は , 卵 お よ 
OS RIFE 48r SL, 夏 型 に つい て 生存 率 を 調査 し て いる が , と これ が と くに 本 種 の 存続 へ 強い 
影響 を と 与え を て いる と いう デー タ は 得 ら れ て いな い . 調査 期間 中 の 1984~1988 年 に か け て は , Fig. 6 に 示す 
よう に 極端 な 気候 の 変化 は 記録 され て いな い , し た が っ て , 半 自 然 草原 で は , Table. 2 に 示し た よう に , 一 
般 に チャ マダ ラ セ セ リ の 個体 数 の 年 次 変動 は , 比較 的 安定 的 で ある と 判断 し た い . 

一 方 , 伐採 地 で は , 植生 の 遷移 が チャ マダ ラ セ セ リ の 食 草 で ある ミツ バッ チ グ リ の 利用 を 不可 能 に し , 生 
息 に 不適 な 環境 に 変え て し ま 2 実態 が 明らか と な っ た . この 例 の 場合 , 森林 伐採 か ら お よそ 5 年 で 発生 不可 
能 な 環境 に な っ た . 田 下 (1988) は , いく つか の 観察 例 か ら , 成虫 が 活発 に 分 散 H す る とこ と に つい て の 推定 を お 
こ な っ た . 実際 , パッ チ 状 に 広がる 小 規模 な 生息 地 に お いて は , 成虫 の 活発 な 往来 が 予測 され , 伐採 地 に 飛 
来 し た 雌 は , BOPSVTICROKSZ DOLZ SHE, 

チャ マダ ラ セ セ リ の 産卵 場所 の 選択 に つい て 田 下 (1987, 1988) は , 春 型 , 夏 型 と も ① 食 草 に つい て 単独 株 
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を 好み 群落 を 避け る , ② 地 表 に 面 し た 低い 位置 の 葉 を 選択 する , ③ 小 さい 葉 を 選択 する , OR (株 ) の 周囲 は 
必ず “ 裸 地 " で ある , ⑤ 食 草 の 上 方 に は , 空間 が 存在 し , 成虫 の 飛 閣 が 可能 で ある , ⑥ 明 る い 環 境 で ある , 
な どの 点 を 指摘 し て いる . し た が っ て , 豊富 に 分 布 す も ミッ ツバ ッ チ グリ の うち 利用 可能 量 は 実際 ご くわ ず か 
CHS, ここ て で 検討 され た “ 宰 地 "は , 当然 , 植物 の 勢力 拡大 の 絶好 の 場所 で あり , 適当 な 人 間 の 行為 一 採 
草 ・ 野 焼 ・ 伐 採 ・ 過 放牧 な ど 一 が な い 限 り , 遷 移 の 初期 段階 で 消え て し まう 環境 で ある . 

近年 , 森林 伐採 面積 も , 家畜 飼育 戸数 も 急激 に 減少 し て いる . これ を 長野 県 農林 業 市 町 村 別 統計 (関東 農 
BUR, 1986) で な が め て みる と , 長野 県 で 1965 年 に 16,311 ha で あっ た 森林 伐採 面積 は , 1985 年 に は 3,972 
ha と な り , 20 年 間 に 24% に 減少 し て いる . Ek, 家畜 飼育 戸数 も , 同じ く 長 野 県 で , 1966 年 に 23,960 F 
で あっ た の が , 1985 年 に は わずか 3,120 戸 と な り , 13% に まで 下落 し て いる . こう し て , 小 規模 で は ある が 
分 散 し て 存在 し て いた 採草 地 は , 次 か ら 次 へ と 森林 化し , か わっ て 生じ た 大 規模 な 畜産 農家 は , 広大 な 土地 
に 肥料 と 農薬 を つぎ 込み , 外来 牧草 の 育成 を 行っ て いる . チャ マダ ラ セ セ リ の 生息 適地 は , 加速 度 を つけ て 
消滅 し て いき , 次 第 に 離散 孤島 化し , 遺伝 子 の 交換 は , ます ます 不可 能 に な っ て いく ., 

以上 , 二 次 遷 移 の 最も 初期 段階 の 草原 を 生息 適地 と する チャ マダ ラ セ セ リ の 個体 数 減少 に つい て 記し た 
が , と の よう な 過程 が か あるいは 現在 衰亡 を 来 し つつ ある 他 の 草原 性 蝶 占 に つい て も その 原因 の 一 つと し て 
考え られ る か も し れ な い . 


5| 用 x mR 


浜 栄一 , 1976, 長野 県 の 市 街 地 周辺 に すむ 蝶 の 生活 (その 7), 月 刊 む し , 60(3) : 10. 

福田 晴夫 , 浜 栄一 , BS 健 , 高橋 RN, 高橋 真弓 , 田中 X BS PE, 若林 守男 , 渡辺 康之 , 1984. 
原色 日 本 蝶 類 生態 図鑑 , III : 216-221, 262-266, 保育 社 , 大 阪 . 

福田 晴夫 , 浜 栄一 , BF dE, 高橋 昭 , 高橋 真弓 , 田中 著 , 田中 洋 , 若林 守男 , 渡辺 康之 , 1984. 
原色 日 本 蝶 類 生態 図鑑 , IV : 175-179. RAH, 大 阪 . 

浜 栄一 , 1972. 晩 春 か ら 初夏 に か け て の 蝶 類 幼 虫 採集 (その 3), 月 刊 む し , 156): 3. 

土田 勝義 , 1987, 長野 県 の 植生 , 信濃 毎日 新聞 社 100-109, 

村岡 修二 , 1983, 長野 ・ 岐 阜 地方 に お ける チャ マダ ラ セ セ リ の 発生 量 の 年 次 的 変化 . 昆虫 と 自然 , 18 (14) ・ 
26 - 27, 

田 下 昌 志 , 1987. チャ マダ ラ セ セ リ (BH) の 産卵 環境 と 卵 寄生 蜂 に つい て . まつ むし , 73: 1- 6. 

田 下 昌 志 , 1988. チャ マダ ラ セ セ リ 夏 型 の 産卵 環境 と 減少 原因 師 宮 の た め の 1 資料. まつ むし , 76:1- 
9, 

関東 農政 局長 野 統 計 情 報 事務 所 編 , 1986. 長野 県 農林 業 市 町 村 別 統計 書 , 長野 農林 統計 協会 . 

長野 県 気象 月 報 , 1984 - 1988. 日 本 気象 協会 長野 支部 . 


Summary 


In relation to the secondary succession of a pine forest after clear-cutting, changes in the number 
of the maculatus skipper, Pyrgus maculatus BREMER & GREY was surveyed from April, 1985 to July, 
1988 in the Kisodani Valley, central Japan. The number of eggs found in this site was rapidly reduced 
according to the growth of Chamaecyparis obtusa ENDL., chiefly because mother butterflies hardly laid 
their eggs when the host plant was covered largely by other plant species. There was a tendency for 
the females to choose lonely host plants growing on the lands barren of other plants. This means that 
the skipper is mainly associated with the early stage of succession. Recently, the suitable habitat for 
the skipper, such as area of deforestation and domestic animal-breeding grassland, has been decreas- 
ing. I suppose this is one of the main reasons why this skipper has been less common. 
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